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［2面］お正月の特別開館、江東区の財政状況（平成26年度上半期）

［5・6面］人事行政の運営状況（概要）［9面］23区職員採用合同説明会

今号の
主な内容

◀
東
京
招
致
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東
区
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気
運
を
盛
り
上
げ
ま
し
た

4月、全国初となる江東湾岸サ

テライト保育所を整備しました。

この事業は、利便性の高い駅前等

に分園を設置してこどもを受け入

育を行うものです。現在、第二弾とし

て平成27年4月の開園に向け、｢江東

湾岸サテライトスマートナーサリー

スクール｣の整備も進めており、都

市部の地域の実情に合った待機児童

対策を講じていきます。

▲専用のバスで、分園から本園へ送迎します

▲皆さんのさまざまなご提案やアイデアをお聞きしました

2020年東京オリンピック・パラリン

ピックにおいて、江東区は多くの競技

が実施される大会の中心地となります。

今年は、開催記念イベント｢聞かせて！

あなたのオリンピック・パラリンピッ

ク｣を計4回実施したほか、区民まつり

の五輪ブースでも聞きとりを行い、

1,200人以上の方々から、たくさんの

ご提案やアイデアをいただきました。

また、開催後も持続的に発展してい

くために、｢江東湾岸エリアにおける

オリンピック・パラリンピックまちづ

くり基本計画アウトライン｣を策定。

レガシー(遺産)を活かしたまちづくり

を推進します。

さらに水彩都市・江東の特色あるス

ポーツといえるカヌー競技で、区出身

のパラリンピック選手を輩出するべく、

地域と連携し選手育成の支援を行うな

ど、後世に残る素晴しい大会にするた

め、着々と準備を進めています。

リンピックに向けては、皆さんのアイデアや意見を直接伺うイベント｢聞

かせて！あなたのオリンピック・パラリンピック｣を開催し、1,200人以

上の方々から貴重なご意見をいただきました。必ず今後の参考にいたし

ます。老人ホームの整備や、いつ起こるかも知れない自然災害への備え

も着実に行いました。しかしまだまだ区政の課題は山積しています。今

後も意欲とスピードと思いやりを忘れずに、より良い江東区にするため

に、熱意を持って区政に取り組んでまいります。

女性とこどもにやさしい病院として開院した

｢昭和大学江東豊洲病院｣は、小児医療や周産期

医療に大きく貢献し、誰もが安心してこどもを

産み育てることができる環境を整えました。全

国初となる｢江東湾岸サテライト保育所｣は、本

園も分園も毎日こどもたちの笑顔で一杯です。

区内各所では、まつりや盆踊り花火大会など盛

んに行われ、江東区は活気にあふれ、大いに盛

り上がりました。まつりをきっかけに、地域の

交流も人のつながりも、より深まりました。身

近で開催される2020年東京オリンピック・パラ

江東区長
山﨑 孝明

▲江東区出身のカヌー選手を支援し、
2020年東京パラリンピックへの出場
を目指します

▲アウトラインにおいて東京都に提案
した、競技場の木構造採用（イメー
ジ）

れ、2〜5歳児については広いスペー

スが確保できる少し離れた本園まで

バスで送迎し、良好な環境のもと保

▲院内は、木材をふんだんに用いるなど、区の特徴の一つである「木のま
ち」をイメージしたものとしています

区の重点プロジェクトとして整備

を進めてきた｢昭和大学江東豊洲病

院｣が3／24に開院しました。｢女性と

こどもにやさしい病院｣として周産

期医療やこどもセンターの充実を図

るとともに、地域の中核となる病院

として、二次救急医療や災害時にお

ける拠点病院としての役割を担って

います。

◀
ク
ー
ポ
ン
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る
だ
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で
︑
登
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店
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お
も
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受
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れ
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6月、｢ことみせ｣事業がスタート

しました。地域経済活性化のため、

日々独自の取材で区内のお店の魅力

を引き出し、情報誌やホームページ

で発信しています。また、クーポン

を利用すれば、どなたでもことみせ

に登録しているお店オリジナルの特

典を受けることができます。現在情

報誌｢ことみせ｣vol.4を配布中です

(詳細は4面)。

（
詳細は

8面 ）証明書自動交付機を一部休止
1／20（火）〜22（木）、27（火）〜29（木）
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この「江東区の財政状況」は、区民の皆さんに区の予算の内容や

収支状況など、区財政の動きをお知らせするものです。

平成26年度上半期の予算執行状況

(1)区有財産
現在高

42.3

（平成26年9月30日現在）

112,420,136,830265,469,100,000合 計

72,904,715,859

22,764,430,872

13,468,751,163

3,282,238,936

174,395,100,000

53,946,000,000

29,347,000,000

7,781,000,000

一 般 会 計

国民健康保険会計

介 護 保 険 会 計

後期高齢者医療会計

収入済額（円）予算現額（円）会計区分 支出済額（円）

38.1

39.6

37.9

33.6

支出率（％）

38.3101,625,063,965

41.8

42.2

45.9

42.2

収入率（％）

66,523,944,209

21,364,545,766

11,123,584,366

2,612,989,624

※一般会計には、繰越明許費繰越額(45,100,000円)を含みます。

（平成26年9月30日現在）

361,343,506,000
138,822,991,000
89,362,283,694
4,703,369,000
4,399,245,392
4,363,184,820
1,523,423,514
559,082,000

1,422,565.50㎡
874,251.48㎡

21基金

3,497点

6,365本

土 地
建 物
基 金
工 作 物
有 価 証 券 等
物 品
貸 付 金
立 木

金額(円)数 量区 分

100.0605,077,085,420―合 計

59.7
22.9
14.8
0.8
0.7
0.7
0.3
0.1

構成比(％)

区民1人当たり 1,227,297

(2)基金と区債の現在高 （平成26年9月30日現在）

区民1人当たり・1世帯当たりの区民税の負
担は下表のとおりです。 （平成26年9月30日現在）

88,120493,01643,444,344

1人当たり負担額（円）人口（人）区民税調定額（千円）

174,720

1世帯当たり負担額（円）

248,651

世帯数（世帯）

区有財産・特別区債の概況

区民税負担の状況

57,561円283億7,830万円区 債

※この表における基金は、積立基金(11基金)を記載しています。

159,052円784億1,528万円基 金

区民1人当たり残 高

114,129円

315,363円

1世帯当たり

一般会計については、当初予算編成後、6月に予算の補正を行いました。
主な内容は下表のとおりです。

3,100万円平成26年6月30日第1号

補正額区議会定例会可決日補正予算

江東区中央防災倉庫整備事業(328万円)

北砂保育園耐震補強事業(566万円)

東雲保育園耐震補強事業(598万円)

主な内容

▲来年の干支であるひつ
じのコマ

▶
こ
ど
も
ら
し
い
力
作
の
句
が
勢

ぞ
ろ
い
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凡

例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

公共交通機関などでは、身体の不自由な方・高齢者・妊婦など、席を必要としている方に座席を譲るよう心がけましょう。

現
在
︑
所
得
税
や
消
費
税
な
ど
の

国
税
申
告
︵
ｅ
-
Ｔ
ａ
ｘ
︶
︑
自
動
車

保
有
関
係
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
︑
ご
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
手
続
き
で
き
ま
す
︒
電
子
証
明
書

と
は
︑
申
請
を
行
う
際
に
﹁
な
り
す

ま
し
で
な
い
こ
と
﹂
﹁
改
ざ
ん
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
﹂
を
証
明
す
る
も
の

で
す
︒
詳
し
く
は
︑
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
︵

▢HP

h
ttp
:
/
/
w
w
w
.jp
k
i.g
o
.jp
︶
を
ご

覧
く
だ
さ
い
︒

電
子
証
明
書
を
利
用
す
る
に
は

申
請
者
本
人
が
︑
自
宅
な
ど
の
パ

ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

で
き
る
こ
と
が
必
要
で
す
︒
ま
た
︑

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入

と
︑
前
述
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら

の
利
用
者
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ソ
フ
ト
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が

必
要
で
す
︒

電
子
証
明
書
の
取
得
方
法

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
発
行

日
か
ら
�
年
間
で
す
︒
希
望
す
る
方

は
︑
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
︵
住
基

カ
ー
ド
︶
と
官
公
署
発
行
の
写
真
付

き
身
分
証
明
書
︵
運
転
免
許
証
・
パ

ス
ポ
ー
ト
等
︶
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
︒

写
真
付
の
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
は
住
基
カ
ー
ド
の
み
で
手
続
き
が

で
き
ま
す
︒
申
請
に
は
ご
本
人
が
お

越
し
く
だ
さ
い
︒
住
基
カ
ー
ド
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
︑
事
前
に
住
基
カ

ー
ド
の
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
︵
手
数
料
�
�
�
円
︶
︒
電
子
証

明
書
の
受
付
は
平
日
午
後
�
時
ま
で

で
す
︒
ま
た
︑
今
年
は
平
成

年
度

23

に
電
子
証
明
書
を
取
得
し
た
方
の
更

新
時
期
で
す
︒
特
に
�
月
以
降
は
毎

年
︑
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
︑
早

め
の
手
続
き
を
お
勧
め
し
ま
す
︒

※
出
張
所
で
は
︑
電
子
証
明
書
の
手

続
き
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
︑
ご
注
意

く
だ
さ
い
︒

▢費
�
�
�
円

▢申
区
民
課
住
民
記
録
係
︵
区
役
所

�
階
�
番
︶
窓
口
で

▢問
区
民
課
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ

ム
担
当

☎
︵
�
�
�
�
︶
�
�
�
�

﹁
こ
ど
も
�
�
�
番
の
家
﹂
は
︑

身
の
危
険
を
感
じ
た
こ
ど
も
た
ち
が

緊
急
避
難
し
︑
安
全
を
確
保
す
る
場

所
で
す
︒
﹁
地
域
の
こ
ど
も
た
ち
は

地
域
の
協
力
で
守
る
﹂
た
め
︑
﹁
こ

ど
も
�
�
�
番
の
家
﹂
の
普
及
拡
大

に
努
め
て
い
ま
す
︒
ぜ
ひ
ご
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
︒
平
成

年

月
現

26

11

在
約
�
︑
�
�
�
か
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
︒

こ
ど
も
が
避
難
し
て
き
た
ら

﹁
こ
ど
も
�
�
�
番
の
家
﹂
の
協

力
者
に
は
次
の
対
応
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
︒

○
こ
ど
も
の
安
全
確
保

○
何
が
あ
っ
た
の
か
状
況
の
確
認

○
警
察
署
・
学
校
へ
の
通
報
連
絡

○
保
護
者
へ
の
連
絡
と
引
き
渡
し

○
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
の
連
絡

○
ス
テ
ッ
カ
ー
の
掲
示

事
業
の
趣
旨
に
ご
賛
同
の
う
え
︑

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
︑
青
少
年

セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

※
現
在
﹁
こ
ど
も
�
�
�
番
の
家
﹂

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
で
︑

転
居
等
で
継
続
が
難
し
い
場
合
も
︑

ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

希
望
者
に
所
在
マ
ッ
プ
を
配
布

毎
年
�
月
に
﹁
こ
ど
も
�
�
�
番

の
家
﹂
の
所
在
マ
ッ
プ
を
︑
学
校
経

由
で
小
・
中
学
生
の
い
る
ご
家
庭
に

配
布
し
て
い
ま
す
︒
通
学
路
等
︑
日

ご
ろ
よ
く
通
る
道
の
設
置
場
所
の
確

認
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
︒
地
域
外
等

の
マ
ッ
プ
を
ご
希
望
の
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
︒

▢問
青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

創
業
を
目
指
し
て
い
る
人
が
最
も

悩
む
営
業
・
販
促
方
法
︒
ど
う
し
た

ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
を

対
象
に
︑
営
業
ツ
ー
ル
に
限
定
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
︒
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ
な
ど
の
営
業
ツ
ー

ル
を
上
手
に
作
成
す
る
た
め
の
基
本

的
な
知
識
か
ら
作
成
方
法
ま
で
実
習

し
な
が
ら
習
得
し
ま
す
︒

▢時
�
月
�
日
︵
土
︶
午
後
�
時
半

～
�
時
半

▢場
産
業
会
館
�
階
第
�

会
議
室
︵
東
陽
�
︱

�
︱

︶
▢人

18

区
内
在
住
・
在
勤
で
︑
創
業
を
考
え

て
い
る
方

人
︵
抽
選
︒
�
月

日

20

19

︵
月
︶
以
降
結
果
を
通
知
︶
▢費
無

料

▢内
営
業
ツ
ー
ル
の
基
本
︑
効
果

を
出
す
チ
ラ
シ
︑
チ
ラ
シ
の
活
用
方

法
︑
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
く
る
︑
成
功

す
る
作
成
方
法
・
発
注
方
法

▢師
堀

越
春
奈
︵
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
リ
ン
ク

︵
株
︶
︶
▢締
�
月

日
︵
金
︶

16

▢申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
に
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
④

創
業
予
定
の
業
種
を
記
入
し
︑
経
済

課
産
業
振
興
係
へ

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢ｅ
0
6
0
2
0
2
0
@
c
ity
.k
o
to
.lg
.jp

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
︑
﹁
合
法
ド
ラ

ッ
グ
﹂
﹁
脱
法
ハ
ー
ブ
﹂
な
ど
と
称

し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
身
体

に
対
し
極
め
て
危
険
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
︒
使
用
す
る
と
︑
意
識
障
害

・
け
い
れ
ん
・
呼
吸
困
難
な
ど
深
刻

な
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
︒

覚
せ
い
剤
よ
り
危
険
な
成
分
も

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
は
︑
す
で
に
規

制
さ
れ
て
い
る
麻
薬
や
覚
醒
剤
の
化

学
構
造
を
少
し
だ
け
変
え
た
物
質
が

含
ま
れ
て
お
り
︑
体
へ
の
影
響
は
計

り
知
れ
ず
︑
非
常
に
危
険
な
成
分
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
︒

用
途
を
偽
っ
て
販
売

中
身
は
危
険
な
薬
物

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
︑
法
の
網
を
く

ぐ
り
ぬ
け
る
た
め
に
﹁
お
香
﹂
﹁
バ

ス
ソ
ル
ト
﹂
﹁
ハ
ー
ブ
﹂
﹁
ア
ロ
マ
﹂

な
ど
と
︑
目
的
を
偽
装
し
て
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
︒

粉
末
・
液
体
・
乾
燥
植
物
な
ど
︑

色
や
形
状
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
︒
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
カ
ラ
フ

ル
な
液
体
は
︑
危
険
な
薬
物
に
見
え

な
い
た
め
︑
き
れ
い
︑
か
っ
こ
い
い

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
︑
中
身
は
危
険
な
薬
物
で
す
︒

出
産
な
ど
を
機
に
退
職
し
た
方
で
︑

育
児
を
し
な
が
ら
就
労
を
希
望
す
る

女
性
を
対
象
に
﹁
育
児
と
仕
事
の
両

立
﹂
を
目
指
す
セ
ミ
ナ
ー
で
す
︒

再
就
職
に
必
要
な
心
構
え
や
職
務

履
歴
書
の
書
き
方
︑
面
接
な
ど
の
講

義
と
︑
就
職
準
備
度
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

を
行
い
再
就
職
に
役
立
つ
情
報
を
提

供
し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
水
)
・

日
︵
木
︶

28

29

午
後
�
時
～
�
時

▢場
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン
タ
ー
︵
扇
橋
�
︱

︱

22

�
︶
▢人
育
児
と
仕
事
の
両
立
を
目

指
す
方
で
︑
両
日
と
も
参
加
で
き
る

方

人
︵
申
込
順
︶
▢費
無
料

▢内

25

﹇
講
義
﹈﹁
こ
そ
だ
て
マ
マ
の
再
就
職

準
備
講
座
﹂
﹇
座
談
会
﹈﹁
こ
れ
で
大

丈
夫
‼
就
職
活
動
の
始
め
方
﹂

▢師
諸
星
裕
美
︵
社
会
保
険
労
務
士

・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
︶
ほ
か

▢保
�
歳
�
か
月
～
就
学
前
児
童
10

人
程
度
︵
無
料
︒
�
月

日
︵
火
︶

13

ま
で
に
要
予
約
※
定
員
に
な
り
し
だ

い
終
了
︶
※
講
義
に
は
お
子
さ
ん
を

連
れ
て
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
︑

保
育
定
員
を
超
え
た
場
合
は
︑
各
自

対
応
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

▢申

月

日
︵
木
︶
か
ら
電
話
で

12

25

経
済
課
融
資
相
談
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場
船
堀
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
内
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

困
っ
た
時
は
相
談
を

危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
勧
め
ら
れ
た
り
︑

身
近
な
人
が
持
っ
て
い
た
り
し
ま
せ

ん
か
？
お
困
り
の
と
き
は
︑
左
記
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

▢問
東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康
安
全

部
薬
務
課

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

厚
生
労
働
省
あ
や
し
い
ヤ
ク
ブ

ツ
連
絡
ネ
ッ
ト

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

深
川
警
察
署

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

城
東
警
察
署

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

東
京
湾
岸
警
察
署

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

危
機
管
理
課
防
犯
担
当

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

﹁
た
っ
た
一
度
︑
興
味
本
位
﹂
が
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果
に
つ
な
が

り
ま
す
︒

法
改
正
で
﹁
所
持
・
使
用
・
購
入

・
譲
り
受
け
﹂
が
禁
止
に
！

薬
事
法
の
改
正
で
今
年
�
月
�
日

以
降
︑
指
定
薬
物
を
﹁
個
人
で
使
用

す
る
目
的
で
持
っ
て
い
る
こ
と
﹂

﹁
使
用
す
る
﹂
﹁
購
入
し
た
り
︑
譲
り

受
け
る
﹂
な
ど
の
行
為
が
新
た
に
規

制
の
対
象
と
な
り
︑
処
罰
︵
�
年
以

下
の
懲
役
︑
�
�
�
万
円
以
下
の
罰

金
︶
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

な
お
︑
薬
事
法
は
今
年

月
の
改

11

正
で
﹁
医
薬
品
︑
医
療
機
器
等
の
品

質
︑
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等

に
関
す
る
法
律
﹂
に
変
わ
り
ま
し
た
︒

現
在
︑
全
国
で
の
検
挙
件
数
が
大
幅

増
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

▶
﹁
こ
ど
も
�
�
�
番
の
家
﹂
の
ス
テ
ッ
カ
ー

▶
警
視
庁
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
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今
年
も
全
国
各
地
︑
海
外
か
ら
総

数
�
�
�
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
︒

厳
正
な
審
査
の
結
果
︑
各
賞
が
決
定

し
ま
し
た
︒

﹇
審
査
員
﹈永
田
竹
丸
︵
漫
画
家
・
の

ら
く
ろ
ト
リ
オ
︶
︑
山
根
青
鬼
︵
漫

画
家
・
の
ら
く
ろ
ト
リ
オ
︶
︑
江
波

じ
ょ
う
じ
︵
漫
画
家
︶
︑
た
ち
い
り

ハ
ル
コ
︵
漫
画
家
︶

﹇
授
賞
式
﹈賞
の
授
与
の
ほ
か
︑
審
査

員
に
よ
る
講
評
も
行
い
ま
す
︒
の
ら

く
ろ
も
お
祝
い
に
か
け
つ
け
ま
す
︒

▢時
�

月

日
︵
日
︶
午
後
�

時

11

こ
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
︑

こ
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
︑
子
育
て
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
応
援
し
た
い
と
お
考
え
の

方
︑
ぜ
ひ
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

連
続
講
座
を
修
了
し
た
方
は
︑
み

ず
べ
︵
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
︶

で
行
っ
て
い
る
﹁
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ひ

と
と
き
保
育
﹂
の
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
で
き
ま
す
︒

▢時
﹇
基
礎
講
座
﹈
�
月

日
・

日

15

22

・

日
﹇
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
Ⅰ
﹈
�

29
月
�
日
・

日
・

日
・

日
︑
�
月

12

19

26

�
日
・

日
︵
木
曜
全
�
回
︶
午
後

12

�
時
～
�
時
※
基
礎
講
座
の
み
も
可

▢場
東
陽
区
民
館
�
階
会
議
室
︵
東

陽
�
︱

�
︱

�
︶
▢人
区
民
の
方
15

人
程
度
︵
豊
洲
・
深
川
地
域
で
活
動

で
き
る
方
を
優
先
し
︑
抽
選
︶
▢費

▢人
ど
な
た
で
も

▢費
無
料

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

﹇
作
品
展
示
会
﹈全
応
募
作
品
を
展
示

し
ま
す
︒
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
た

作
品
も
︑
個
性
あ
ふ
れ
る
力
作
ぞ
ろ

い
で
す
︒

▢時
�
月
�
日
︵
日
︶
～

日
︵
金
︶

16

午
前
�
時
～
午
後
�
時
※
�
月
�
日

︵
月
︶
は
休
館

▢費
無
料

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

※
い
ず
れ
も

▢場

▢問
森
下
文
化
セ

ン
タ
ー
︵
森
下
�
︱

︱

︶

12

17

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

無
料

▢内
江
東
区
こ
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
︑
子
育
て
支
援
の
基

本
思
想
︑
現
在
の
子
育
て
家
庭
の
実

情
を
考
え
る
︑
乳
幼
児
期
の
育
ち
と

気
持
ち
の
理
解
︑
み
ず
べ
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ひ
と
と
き
保
育
に
つ
い
て
ほ
か

▢師
新
澤
誠
治
︵
み
ず
べ
初
代
所
長

・
み
ず
べ
の
会
代
表
︶
︑
柴
田
愛
子

︵
り
ん
ご
の
木
代
表
︶
︑
山
川
恵
子

︵
心
理
相
談
員
・
保
健
学
博
士
︶
ほ

か
▢申

月

日
︵
水
︶
～

日
︵
金
︶

12

24

26

午
前

時
～
午
後
�
時
に
電
話
で
東

10

陽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

え
こ
っ
く
る
江
東
で
洋
服
交
換
イ

ベ
ン
ト
﹁
カ
ン
ビ
ア
ー
レ
﹂
を
開
催

し
ま
す
︒
﹁
カ
ン
ビ
ア
ー
レ
﹂
は
イ

タ
リ
ア
語
で
﹁
交
換
す
る
﹂
こ
と
を

意
味
し
ま
す
︒
着
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
オ
シ
ャ
レ
な
洋
服
を
他
の
方
に

譲
り
︑
喜
ん
で
着
て
い
た
だ
く
た
め

に
会
場
に
展
示
し
︑
代
わ
り
に
気
に

入
っ
た
も
の
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で

き
る
エ
コ
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
︒

﹇
参
加
方
法
﹈

○
着
用
感
の
な
い
秋
冬
衣
料
︵
洗
濯

済
み
︶
や
小
物
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
︵
�
点
ま
で
︒
※
状
態
に
よ
っ

て
は
引
き
取
れ
ま
せ
ん
︶
︒

○
持
ち
帰
り
は
�
点
ま
で
︒
持
ち
帰

り
用
の
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
︒

▲着なくなった服等を譲り、新た
なお気に入りを見つけましょう

○
当
日
︑
所
定
の
カ
ー
ド
︵
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
︶
に
サ
イ

ズ
や
次
に
着
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
等
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
午
後
�
時
～

18

�
時
︵
入
場
は
午
後
�
時
半
ま
で
︶

※
会
場
へ
は
公
共
交
通
機
関
で
お
越

し
く
だ
さ
い

▢人

歳
以
上
※
こ
ど

16

も
同
伴
で
入
室
可
︒
た
だ
し
︑
こ
ど

も
は
交
換
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
︒

▢費
無
料

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢場

▢問
え
こ
っ
く
る
江
東
︵
潮
見

�
︱

︱

�
︶

29

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

区
内
お
店
の
魅
力
を
発
信
す
る

﹁
こ
と
み
せ
﹂第
�
号
を
発
行
し
ま
し

た
︒
今
号
の
特
集
は
﹁
パ
ー
テ
ィ
し

よ
う
﹂
で
す
︒
鍋
の
周
り
や
家
族
で

集
ま
る
時
な
ど
の
色
々
な
場
面
の
パ

ー
テ
ィ
で
役
立
つ
情
報
が
満
載
で
す
︒

﹇
配
布
場
所
﹈区
役
所
︑
各
出
張
所
︑

区
内
都
営
地
下
鉄
�
駅
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
ラ
ッ
ク
等

▢問
経
済
課
商
業
振
興
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

こ
と
み
せ
事
務
局

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▲区長特別賞&コマ／ジュニア
大賞「私のいろんなうれしい
こと」髙橋結希

▲ジュニアA大賞「ありがとう!!
のらくろ!!」吹野友璃香
ジュニアB大賞「のらくろはみ▶

んなを笑顔にする！」三島萌佳

食品中の放射性物質の検査結果

区では、区内の店舗で販売されている食品や

小中学校の給食用食材などに含まれる放射性物

質を検査しています。11月は、区内流通食品15

サンプルと、給食用食材は亀高小、川南小、第

四大島小、香取小の給食用食材各校5サンプル

合計20サンプル、および給食で飲んでいる牛乳

について、小中学校で1サンプル(全校銘柄・工

場とも同一種類)、保育園で12サンプルを採取

して検査を行い、いずれも放射性セシウムは不

検出でした(検出下限値25ベクレル／kg。ただ

し、牛乳や飲料水など基準値の低い食品の検出

下限値は0.7〜2.7ベクレル／kg)。給食用食材

は、使用する前日に検査を行っています［区立

保育園についての問合先］保育課保育管理係☎

3647-9094［区立以外の保育園についての問合

先］保育課保育支援係☎3647-9084［小中学校に

ついての問合先］学務課給食保健係☎3647-9177

［その他測定全般に関する問合先］保健所生活衛

生課食の安全係☎3647-5812※詳細は、区のホー

ムページをご覧ください。

空間放射線量の測定結果（第5回・第6回)

4月から定点施設10施設について各施設4半期

に1回測定を実施しています。第5回を10／21、

第6回を11／18に実施しました(右表)。測定値は

地上1mの平均値で、第5回は毎時0.07μSv、第

食品中の放射性物質の検査結果
空間放射線量の測定結果(第5回・第6回)

6回は毎時0.06μSvであり、国の対応方針およ

びガイドラインが示す高い数値が検出された地

点はありませんでした。詳細は、区ホームペー

ジをご覧ください。

▢問 環境保全課調査係☎3647-6148

PC版 携帯版

受賞者名

10回記念
特別賞

第10回のらくろマンガ賞 大賞受賞作品

大賞ジュニアA(小学生以下)

大賞ジュニアB(中高生)

大賞一般イラスト
「みんなの
のらくろ」

賞部門

長澤太一福袋戦争大賞ジュニア(中学生以下)

前川達洋プレゼント
第1回コマ部門
大賞受賞作品

のらくろはみんなを笑顔にする！

ありがとう！！のらくろ！！

ぼくののらくろ

作品タイトル

ベスト・オブ・ベスト
(今までの大賞受賞作品
中のベスト1)

三島萌佳

吹野友璃香

松田まさる

相澤 拓二重の喜び大賞一般コマ
「うれしい」 髙橋結希私のいろんなうれしいこと大賞・区長特別賞ジュニア(中学生以下)

袖山百年晴れた日には、傘をさして大賞一般
ストーリー

0.07平 均

0.0381

0.06

空間放射線量

地上1m（平均値）

同日の産業技術研究センター(青海2-4-10)
の地上約1ｍモニタリングポストでの日平均値

①大島第五保育園

所在地施設名

0.07清澄2-11-5③清澄二丁目公園

0.06

大島4-21-3-101

枝川3-4-1-101④枝川幼稚園

0.06東雲1-7-4⑤東雲緑道公園

空間放射線量 結果一覧
（第5回測定日：平成26年10／21（火））

0.09東砂6-9先②荒川・砂町水辺公園

（第6回測定日：平成26年11／18（火））

0.06大島9-1①小名木川水辺の散歩道

地上1m（平均値）

空間放射線量
所在地施設名

※空間放射線量の測定単位はμSv／h
※Svは放射線による人体への影響度合いを表す単位
※産業技術研究センターでは、空間放射線量の連続測定を
実施
※同センターの測定値は、1μGly／h＝1μSv／hとして換算

辰巳1-10-57⑤辰巳中学校

0.06平 均

0.0380
同日の産業技術研究センター(青海2-4-10)
の地上約1ｍモニタリングポストでの日平均値

0.08北砂5-20-16②亀高小学校

0.06扇橋3-20-11③扇橋三丁目公園

0.05塩浜2-17-8④塩浜二丁目第二公園

0.05

▲ことみせVol. 4表紙
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